
第１部 １３：１０～１４：１０

「半農半Ｘ的ローカルビジネスデザイン」

第２部

１４：２０～１５：２０

「自分デザイン＆起業デザイン」

第３部
１５：３０～１６：３０

「多可町で創業するには」

１３：００～１３：１０ オリエンテーション

塩見 直紀さん

総務省地域力創造アドバイザー
福知山公立大学地域経営学部特任准教授
半農半Ｘ研究所代表

塩見 直紀さん

山本 真也さん
ベロカフェ代表

トーク

ワークショップ

フリートーク

塩見 直紀さん

塩見 直紀さん×山本 真也さん
ご夫婦で神戸市からＩターンで多可町へ移住。
2019 年 2月にベロカフェをオープン。

はんのうはんえっくす

多様な起業の

可能性を見つける

多可起業カレッジ

参加無料

日時：

場所：

対象：

2020 年 日月３

ベロカフェ（多可町加美区大袋 110）

多可町での創業に興味のある方やお考えの方、
（町外在住の方も対象）

【お申込み・お問い合わせ】

主催：多可町・多可町商工会

TEL FAX E-mail0795-32-4779 0795-32-3814 shoko@town.taka.lg.jp

２２ （日）

兵庫県 多可町 商工観光課

13 : 00 ～ 16 : 30（受付 12：30 ～）

多可町創業起業支援事業

創業セミナーの内容に興味のある方

申込み：３月１３日（金）まで 

定員 30 名

※チラシ裏面をご覧ください

持ち物：筆記用具、ひざかけ 

ご質問、ご相談などがございましたら、下記連絡先にお問い合わせください。



　塩見直紀さんが 1990 年代半ば頃から提唱してきたライ
フスタイルで、持続可能な農ある小さな暮らしをベース
に、自分のＸ（ミッション、ライフワーク）を表現、世に
活かし、魅力的な時代にしていくという生き方です。
　農のある暮らしをしながら、自分が大切だと思うこと、
大好きな仕事をすることで、精神的に満たされるという
この半農半Ｘという暮らし方は、心豊かな暮らしをした
いという人たちから共感を集めています。

グラフィックデザイン、イラストレーション、アニメーション映像などの広告美術
の制作、また、芸術専門学校講師の仕事に２０年ほど携わる。その拠点としていた
神戸市から多可町に移住し、空き店舗と倉庫を１年かけて改装。
デザインのスキルを活かして、プランニングから施行まで自分たちで行い、サイク
ルカフェ＋工房「ベロカフェ」を立ち上げる。
ショップの長期的コンセプトは、北播磨の山間ロケーションを活かした「サイクル
観光事業」のハブスポットになること。
それに合わせて、芸術や音楽など「文化振興事業」のハブスポットになることも視
野に入れて運営活動中。

ベロカフェ代表
山本 真也さん

1965 年、京都府綾部市生まれ、同市在住。フェリシモに 10 年在籍後、1999 年、33
歳を機に故郷の綾部へＵターン。2000 年、「半農半Ｘ研究所」を設立。
21 世紀の生き方、暮らし方として、「半農半Ｘ（エックス＝天職）」コンセプトを 25
年前から提唱。著書に『半農半Ｘという生き方【決定版】』など。半農半Ｘ本は翻訳
され、台湾、中国、韓国でも発売され、海外講演も行う。Ｘの応援のために、コンセ
プトスクールやローカルビジネス創造のためのワークショップなどをおこなう。
「AtoZ」という古典的編集手法を使い、「人と地域のＸの見える化」を研究中。

塩見 直紀さん
総務省地域力創造アドバイザー
福知山公立大学地域経営学部特任准教授
半農半Ｘ研究所代表

はんのうはんえっくす アクセス
半農半Ｘとは （多可町加美区大袋 110）

●ＦＡＸまたはメールでお申込みください　●ご記入いただいた個人情報は、創業支援事業以外には使用致しません

＝多様な起業の可能性を見つける多可起業カレッジ申込書＝
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